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「里山の自然と人とのかかわり ～まんのう公園におけるインター 

プリテーション活動から見えてきたもの～」を開催しました 

 

平成２３年１月１６日，国営讃岐まんのう公

園インタープリターボランティアの井上 博夫

さんを講師に迎え，「里山の自然と人とのかか

わり ～まんのう公園におけるインタープリテ

ーション活動から見えてきたもの～」を開催し

ました。 

井上 博夫さんは，まんのう公園インタープ

リター・ボランティアだけでなく，環境省環境

カウンセラー，省エネルギー庁省エネコンシェルジュとしても活躍されています。また，

当センターでは，まなび CAN・子ども教室「キッズエコクラブ」（7 月～１２月の月１回ず

つ）の講師として，ゲームを通して子ども達に地球温暖化や環境問題を教えてくださって

います。 

 

今回の講座では，まず，国営讃岐まんのう公園の概要や里山の自然環境についてお話し

てくださいました。「里山とは，“人のはたらきかけ＝農業”によってつくられた日本固有

の文化です。つまり，人のはたらきかけによって維持されてきた自然なのです。」と，おっ

しゃっていました。 

また，「エコロジーとは・・・」「ビオトープとは・・・」などの基礎的な知識について

も教えてくださいました。 

今，自然界には４つの危機があるそうです。みなさんはおわかりでしょうか？ 井上先

生によると，①人間の活動や開発が，種の減少・絶滅，生態系の崩壊を引き起こしている 

②自然に対する人間のはたらきかけが減っていく

ことによる影響 ③外来種や化学物質による影響 

④地球温暖化による危機（平均気温が２℃程度上

昇すると，２０～３０％の動植物が絶滅の危機に

さらされる） だそうです。 

この他，「身近な生活環境の見直しをしましょ

う！」「里山は宝の山です。これからの暮らしに是

非生かしてください！」とおっしゃっていました。 

 


